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石磨きボランティア

　雄勝硯生産販売協同組合は、東日本大震災により甚大な被害を

受け組合員の各工房や中核施設での雄勝硯伝統産業会館と「つく

り手」も消失する甚大な被害を受けました。現在も人手不足により

需要も増しつつある中で生産が追い付いていない現状です。「つく

り手」支援の一環としての活動であり、雄勝町や石産業について知っ

てもらうのも、石磨きボランティアの活動です。

　初回は雄勝硯生産販売協同組合事務局長 千葉 隆志 氏の直接指

導を受け学生と教職員で実施しました。

TOPICS
スレート建築調査

 おがつウニまつり支援

　7 月 7 日、おがつ店こ屋街にて『おがつウニまつり』（主催：

おがつ復興市実行委員会）が開催されました。震災後再開され

た「おがつウニまつり」には、販売開始 1 時間前には数百人の

行列が取り巻く有様で、販売開始直後に用意された数千個のウ

ニが完売してしまうほどの超人気イベントです。

　今回はそうした混乱を回避しようと、本学野球部 20 名がボラ

ンティアスタッフとして会場整備等を行いました。用意された

ウニ 2800 箱が混乱もなく完売し、祭りは無事終了しました。遠

くから訪れる観光客の他、支援者、そして雄勝を離れざるをえ

なかった元住民も大勢訪れたようで、久しぶりの再会を喜んで

いました。

　プロジェクトメンバーの大沼は、2000 年頃から断続的に同町のスレート民家を観察しており、2011 年度からは「北上川流域におけ

る天然スレート民家の建築歴史地理」を進めて来ました。当プロジェクトでは、これと共同するかたちで、町内のスレート民家の被

災状況を確認しています。今次震災後の公費解体制度が、建築のみならず文化的価値のある有形資産を減少させていることは否めず、

雄勝を支援する各大学やスレート職人らとも情報交換を進めています。



人的資源調査

雄勝法印神楽調査

　4月末から 5月初旬にかけて大須地区・桑浜羽板地区・荒地区・

立浜地区では、雄勝の勇壮な春祭りが行われています。各地区に

より漁港での神輿渡御や御神楽奉納など異なるもので、昨年も行

われた春祭りでは、遠方に避難された方も含め震災前のほぼ全世

帯が参加する浜もあり、祭りへの思いが伝わるものです。

　今年度は、4 月 28 日の桑浜・白銀神社、5 月 4 日の立浜・北野

神社にて調査を行いました。また、雄勝法印神楽保存会会長（石

巻地区伝統・伝承文化団体連絡協議会会長）の伊藤博夫氏にもヒ

アリング調査を行いました。

　本学と石巻市は、東日本大震災により大きな被害を受けた雄勝

地区を再生するための活動に関し、8 月 9 日に石巻市役所市長室

において協力および連携する協定を締結しました。

　席上、亀山紘石巻市長は、昭和 62 年以来長年にわたって本学

が実施してきた石巻市雄勝地区の雄勝硯製造販売支援やデザイン

支援と、東日本大震災で壊滅的な打撃を受けた雄勝地区の再生支

援に関する謝意を述べた上で、今回の協定でさらに地域資源を活

かした地域づくりに期待したいと挨拶されました。

　これを受けて本学の宮城学長は、協定締結の謝意に続き、今後

も石巻市全域の再生に向け、本学の知的資源と石巻市の資源など

と幅広く連携し、共に歩んで参りたいと語りました。

石巻市と東北工業大学との協定

　人的資源調査として、高齢者のヒアリングを実施しております。

かつて雄勝の地域を支えた暮らしや技、産業（石産業、漁業、農業）、

生業、文化、教育、祭り、などを調査し、総合的な観点から雄勝

地区における「豊かなくらし」像を探るためです。現在、9 名の方

へのヒアリングを実施しました。ヒアリングの手法には、東北大学

大学院環境科学研究科の古川柳蔵准教授グループが提唱している

「90 歳ヒアリング」を取り入れています。高齢者、特に 80 代～90

代の人を対象に行い、かつて戦前戦後の雄勝地区の「くらし」の

状況調査を行っています。この調査を実施して、雄勝地区の浜ごと

に伝わる暮らし、伝統、技を調査集積、分類を行っています。水産

業と石産業との融合により充実した暮らしが多かった事が判明して

います。

　今後も将来持続可能な暮らしを実現するための要素として継続的

に聞き取りを実施し、次年度のワークショップに向けてデータ検証

を行います。

（ヒアリング調査）

( 右 : 石巻市 亀山市長 , 左 : 東北工業大学 宮城学長 )　



　三井物産環境基金復興助成を受けた活動が本格的
に開始いたしました。初年度の主な活動は、雄勝地
区の有形無形資源調査と雄勝硯生産販売協同組合の
仮設工房建設に向けての支援です。甚大な被害を被っ
た雄勝地区が、かつての暮らしやまちの姿を背景と
した再生に向けて進んでいけるよう、域内外の方々
と協力して取り組んでまいります。　    
  　　　　　                                                    （伊藤美由紀）
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4/28     桑浜・白銀神社にて春祭り

                                                       （漁港での神輿渡御や御神楽奉納）調査

5/1       プロジェクトに対して河北新報による取材

5/4       立浜・北野神社にて春祭り

                                                      ( 漁港での神輿渡御や御神楽奉納 ) 調査

5/10     スレート民家調査

5/12     河北新報記事掲載　( 愛するペット遺影を硯石に）

5/15     安全安心生活デザイン学科フェア（一番町ロビー開催）にて
                                              「雄勝石産業を核とした生産とくらしの再生」
                                                                                             オープンレクチャー
5/23     石磨きボランティア①

5/23      J. プロジェクト2013 会議（4）

5/24     石磨きボランティア②

5/31     第 2回雄勝いしのわプロジェクト実行委員会 ( おがつ店こ屋街 )

5/31     河北新報記事掲載（雄勝石使って作品挑戦）

6/1       雄勝資源調査

6/4       石磨きボランティア③

6/5       石磨きボランティア④

6/5        J. プロジェクト2013 会議（5）

6/8       雄勝資源調査

6/11     石磨きボランティア⑤

6/12     復興大学ワンストップサービス事業報告（アエル 7階）

6/13     石磨きボランティア⑥

6/14     石磨きボランティア⑦

6/15･16 雄勝資源調査

6/20     石磨きボランティア⑧

6/20     河北新報記事掲載

                             （石巻･雄勝　葉山神社再建へ　法印神楽伝承の中心）

6/21     河北新報記事掲載（国重文の舞台再建へ）

6/25     J. プロジェクト 2013 会議（6）

6/26     河北新報記事掲載（伝統芸能復活を支援）

6/27     石磨きボランティア⑨

7/4       石磨きボランティア⑩

7/5       みやぎ地場産品開発流通研究会会議

7/7       おがつウニまつり

7/11     石磨きボランティア⑪

7/17      J. プロジェクト 2013 会議（7）

7/18     石磨きボランティア⑫

7/24     雄勝資源調査（ヒアリング調査）

7/27     東北工業大学オープンキャンパスにて

　　                      雄勝石にディンプルアートをする箸置きつくり体験

7/28     ｢GO SLOW CITY | スローなまちでいこう  ｣      発足記念イベント

7/28     義援金贈呈

7/30･31　雄勝資源調査

8/9      石巻市と東北工業大学との協定
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